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（左）うどんの材料をやパッケージに興味津々に見ている姿があ
りました。
（真ん中）「おにはそとー！」「鬼の来る日は・・・ここ！」豆をじっく
りと見たり、またカレンダーを見て、節分の日を確かめていまし
た。
（右）麺料理のぬりえをしました。以前した麺の塗り絵に更にトッピ
ングを加えている子もいました。

先週節分の豆を掲示した際に、”赤ちゃんの豆””水でべちゃべちゃにしたら、赤ちゃんは大きくなる”という子どもたちの声から、みんなでお皿と水を給食
室からお借りして、豆を水に浸してみました。先週は一日浸した豆を観察しましたがなかなか変化がわかりませんでした。今日登園した際にお皿の中を覗
いてみると・・・「あ！おっきくなってる！」「もう赤ちゃんと違う！」と水に浸した豆が大きくなっている事に気が付いていました。「もうお豆食べれるかな？」
「でも、固いで、歯がビリッてなる」豆は大きくなりましたが、触ってみるとまだ固いようでした。「もっとお水入れたら、食べれる。」という声があったので、更
にお皿の中に水を入れてみました。明日はどんな豆の変化や子ども達の反応が見られるか楽しみです。本棚から自分の好きな絵本を選んで見るお友だ
ちがいました。その中で”めん　たべよう”の絵本を何人かのお友だちが集まって楽しそうに見ている姿がありました。そこで麺の作り方だけでなく、麺の材
料の紙をお部屋にそっと飾ってみました。すると、先週小麦粉粘土をしたことを覚えていたのでしょうか。「粉と水一緒や！」「これも粉かな？」「お砂糖だ
よ！」薄力粉と水の声は聞こえてきましたが、塩はなんだろう？と考えているようでした。他の机では以前にも塗ったことがある麺料理の塗り絵を置いてみ
ました。クレパスやはさみ糊を使って思いおもいの麺料理を作っていました。また以前作ってお部屋に飾ってあった麺の塗り絵に更にトッピングを加えるお
友だちもいて、具沢山の麺を作るお友だちなど美味しそうなお料理がたくさんできていました。
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鬼の掲示物を手に取り「ワオ～！」お友だちとやり取りを楽しんでいました。そんな姿から鬼のぬりえを用意していると見つけたお
友だちから「やりたい！」と聞こえてきました。そして今日は油性ペンを一緒に準備してみました。見つけたお友だちは早速、いろぬ
りをしようとペンの蓋を外していろぬりをしていると、他のお友だちも椅子に座っていろぬりをしようとペンの蓋を引っ張っても蓋がな
かなか外れません。「取れない・・・」と困っていると、先にいろぬりを楽しんでいたお友だちが「取ったろか？」と声を掛けていまし
た。そんなやり取りをする姿を見ることができ、あったかい気持ちになりました。掲示してあった鬼のお面といろぬりをした鬼を見比
べて「おめめ空いてないな～」と。目の部分をくり抜いて、輪ゴムもつけてみました。すると・・・顔に当ててお友だちに見せに行った
り、輪ゴムを耳にかけようとする姿が見られましたよ。「○○ちゃん、鬼なん」と嬉しそうに話していました。油性ペンを持ち替え、カ
ラフルな色にして楽しんでいるお友だちもいました。「おに～のパンツはいいパンツ～♪」と歌を歌いながらいろぬりをしているお友
だちも見られ「○○のパンツはかっこいいんだよ」とパンツの模様に興味が広がっていきましたよ。

令 和 年 天 気

（左）鬼の掲示物を手に「ワオ～」と言いながら、くり抜か
れた目の所から覗き込んで楽しんでいました。
（真ん中）鬼の掲示物を机に持ってきて見比べながらいろ
ぬりを楽しんでいました。「ピンクがいい」「青かして」とお
友だちとやり取りをする姿が見られましたよ。
（右）「めめ空いてないよ」との声が聞こえてきたので目の
部分をくり抜いてみました。すると・・・顔に当てて「○○
ちゃん鬼になったんやで」と伝えたり、お友だちに見せに
行ったりしていました。
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